
八坂地区の人口：791人 

（男392人・女399人 高齢化率35.4％） 

八坂地区の世帯：358世帯 

    （令和 2 年 8 月 1 日現在） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   

 
９月号の記事 
 

地域づくり協議会から 

八坂地区敬老会実行委員会から 

地区の活動から 

たけのこ保育園・小学校から 

中学校・コミュニティースクールから 

山留の風・八坂公民館から 

きらり話題の八坂人 

2020 年（令和 2 年９月１日） 

 

八 坂 地 域 づ く り 協 議 会  https://www.shinshu-yasaka.com    
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今年の夏も暑かった!! 花壇の花もぐったり。 
大滝花壇でも水くれに精を出しています。 

（関連記事：4頁） 

野平ラベンダー園にて（関連記事：4 頁） 



 

  

 

 

 
区    分 内     容     等 

7/5 ビューポイント整備活動 ・さざなみ周辺の草刈り、立木の枝切り 

7/16 
第 1 回八坂地域づくり委員会 ・八坂地域振興バスの運行経路について 

やさかだより編集委員会 ・９月号やさかだよりについて 

7/22 地域支え合い体制づくり会議 
・八坂地区災害時支え合いマップの更新について 

・地域支え合い体制づくりについて 

7/28 

中部電力への陳情活動 ・災害時の電力供給についての陳情 

第 2 回八坂地域づくり協議会 
・八坂駐在所連絡会議 
・明野地区太陽光発電事業について 
・令和 2 年度の要望書について 

第 2 回地域振興部会 ・やさかボランティア隊申し込み状況について 

8/11 

明野地区太陽光発電事業現地調査 
・地域づくり協議会役員による太陽光発電事業の 
現地調査 

明野地区太陽光発電事業に関する
地元説明会 

・太陽光発電事業に関する地元説明会 

第 3 回地域振興部会 ・やさかボランティア隊設立総会について 

8/25 第 2 回自治振興会長会議 ・要望書について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

  

今年３月の降雪や土砂災害による倒木が原因で、長時
間に及ぶ停電が発生した事から、７月 28 日（火）、正
副会長が中部電力パワーグリッド株式会社大町サービ
スステーションに災害時の電力供給についての陳情活
動を行いました。 
中部電力からは、今後も電気の安定した供給と災害時

の停電が長時間にならないために、送電ルートや停電時
の対応等を検討していきたい内容の話がありました。 
 

地域づくり協議会の活動から 

災害時の電力供給についての陳情活動 

倉沢所長に北澤会長から要望書が手渡されました 

－2－ 

八坂ビューポイント整備 ～さざなみ周辺整備～ 

 

 

 

さざなみ周辺整備～ 

7 月 5 日（日）さざなみ周辺の草刈
りと枝払いを行いました。当日は、地
元舟場地区の方を中心に八坂地区全域
から 30 名ほどのボランティアが集ま
り、汗を流しました。国道 19 号線か
らも、さざなみの建物が見えるように、
しっかり枝払いを行いました。刈った

草や枝を運搬する際には軽トラを出し
ていただきとても助かりました。 
作業後には、北澤豊繁さんからたけ

のこ汁のふるまいがあり、ご馳走にな
りました。ありがとうございます。 

ボランティアのみなさんのおかげで さざなみ周辺はすっきりしました 
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八坂地区敬老会 

祝宴行事の中止のお知らせ 
 
本年度の「八坂地区敬老会」の開催は、９月１７日（木）に予定していま

した。 
 開催に向けて、実行委員会を組織し準備を進めていましたが、市内におい
ても新型コロナウィルス感染者が確認されるなど、未だ終息には至らない状
況です。 
 実行委員会では、市のイベント開催基準や外食産業等のガイドラインを基
準に検討を行いましたが、完全な感染防止のための対応が困難なことから、
誠に残念ですが、本年度の敬老会の祝宴行事を中止することと決定いたしま
した。 
 来年度、新型コロナウィルス感染症が終息し、皆様の安全を確保できれば、
盛大に開催する予定ですのでご理解をお願いいたします。 
なお、敬老会にご招待する予定でありました皆様には、賀寿の方のお名前

等を掲載した冊子と記念品をお贈りする予定としていますので、しばらくお
待ちください。 
 

八坂地区敬老会実行委員長 鳥屋 隆一 
 

８月１１日（火）、明野地区に建設を計画して
いる太陽光発電事業に関する地元説明会を開催
しました。説明会には地域住民の他に、県林務課
職員、市関係部署の職員も同席をし、発電事業者
である株式会社藤巻建設より今後の太陽光発電
施設建設計画について説明を受けました。 
参加者からは、施設の建設に関する質問や、完

成後の発電施設や周辺環境の維持管理について
要望が出されました。 

 
また、同日、令和２年３月から発電事業を開始

している明野事業地において、県、市、地域づく
り協議会、発電事業者の４者で締結をした協定書
に基づき、現地踏査を行いました。地域づくり協
議会からも役員６名が出席し、発電設備の状況や

排水施設等が協定書のとおり適切に維持管理さ
れているか確認し、気が付いたことや要望等を施
設の維持管理を行っている業者に伝えました。 
 

 

明野地区太陽光発電事業に関する地元説明会 
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～野平ラベンダー園～ 
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天候が良くない中での整備作業や防災訓練、おつかれさまでした 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 21 日、たけのこ保育園では 
恒例のボディーペインティング！を
行いました。 
夏の風物詩・・全身に糊絵の具（体に
害のない絵の具です）で彩り豊かに描
かれ・・どの子が誰か分かりますか？ 
先生たちも大奮闘でした。大笑いし

ながら、体中にペイントをして楽しみ
ました。 
元気一杯、今しかできない遊びをた

くさん経験しています。 
 

 

イワナの体の中は? ～６生生理科・総合学習～ 

たけのこ保育園 

本年度は臨時休業のため、お話カリヨンの皆さんの
読み聞かせは、５月２６日が初回となりましたが、今
年も１０名以上のボランティアの皆さんにご協力をい
ただいて、子どもたちが楽しみにしている読み聞かせ
を続けることができています。 
読み聞かせボランティアの一員である渡辺恵子さん

には、１学期末大掃除にあわせて清掃ボランティアも

していただきました。人数が少なく子どもたちだけで   
は清掃が行き届かない本校では、お一人でも皆様にご
協力をいただけると大変助かります。 
今後も皆様のご支援をよろしくお願いたします。 

                                 

八 坂 小 学 校 

６年生は、美麻岩魚倶楽部・美麻地域学校協働コーディ
ネーターの前川浩一さんを講師に招き、理科の授業でイワ
ナの解剖を行い、魚の体のつくりを学習しました。 

そのあとは、総合的な学習の時間で炭火を使ってのイワ
ナの塩焼き作りを行いました。前川さんから、魚のお腹を
さばかずに内臓を取り出す「つぼ抜き」という方法も教え
ていただき、子どもたちも悪戦苦闘しながら体験をしてみ
ました。 
炭火焼きでは、学校支援ボランティアの北澤三恵子さん

にご協力いただき、八坂小の自慢の「いろりの部屋」のい

ろりで、イワナを炭火焼きにして味わいました。 
いろいろな方々にご支援をいただきながら、八坂小オリ

ジナルの学習を行うことができました。 

見事な包丁さばきを見つめる６年生 

－5－ 

今日はどんなお話かな？ いつも楽しみ！ 

いつもありがとうございます。 

 
～読み聞かせ＆清掃ボランティア～ 

 

おとなりのきみは だれ？ 頭からつま先まで カラフル！ 
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八 坂 中 学 校 
７月２０日（月）、八坂中学校では初めての

非常食体験をしました。白馬村、小谷村では平
成 26 年の神城断層地震を忘れないように数年
に一度、非常食給食を実施しています。このこ
とを参考に市の消防防災課から非常食を分けて
いただき実施しました。水をそそぐだけで食べ
られるアルファ化米の五目ご飯と、カセットコ
ンロでお湯を沸かし味噌汁をいただきました。 
地震だけでなく水害も毎年のように起きてい

ます。いざという時に慌てないように、日頃の
備えをしっかりとしたいと思います。 
 
 

作っている時は、水を入れるだけ
で米が本当にふくらむのか不思議
でした。 
作ったものを見てみると、ふっく
らしていておいしそうでした。食
べると味もおいしくて結構すぐに
食べられました。 

八坂で非常食を食べるくらい
の大きな災害も無かったので、
とっても貴重な体験をしまし
た。 
今回は水を入れて五目ごはん
を食べたけど、やっぱり温かい
のが好きだと感じたし、日頃
の食事のありがたさを改めて
感じることができました。 

災害に関することをたく
さん学びました。 
ぼくはこういう日もいつ
もと違っていい体験だと
思いました。 
八坂は災害が多いだけに
こういう体験も必要だと
思いました。 

食べた感想は？ 

いざ！という時のために ～非常食体験～ 
 

アルファ化米とは・・・  
炊飯直後に熱風で急速に乾燥させることにより、デンプンはアルファ化の状態を保ちます。また、乾燥するこ
とで水分が少なくなり腐りにくい状態になっており、常温で長期保存が可能です。 

                    
育てる会 ℡：26-2306 ＨＰ：ｗｗｗ．ｓｏｄａｔｅｒｕ．ｏｒ．ｊｐ 

 
  ７月４日(土)～５(日)天気：雨 

 週末、小学生１４名でナラの森キャンプ場（いこいの館）
へ行き、ソロキャンプに挑戦しました。梅雨の時期で雨が
降っていましたが、カッパを着ていざ出発！ 
キャンプ場に着くと、子どもたちそれぞれが自分 1 人で

の火おこし・飯盒炊爨に挑戦しました。目標は、その日の

夕食になる豚丼のご飯を炊くこと。かまどは周りの木や石
で工夫して作り、薪も自分で集めました。前日も雨だった
ため、枝も濡れてしまっている悪条件。内側が乾いている
枝を探したり、集めた薪に袋を被せておいたりと工夫しな
がら、何度も何度も火起こしに挑みました。 
 自分でご飯を炊けたのは、ほんの数名でしたが、できた

人は得意顔。残念ながらギブアップしてしまった子は悔し
そうでしたが、もらった豚丼を食べながら、「美味しい！」
「外で食べるのは最高だね」と笑顔でした。２～３人ごと
にテントを立て、その日は雨の音を聞きながらキャンプ場
に一泊。 

２日目も、「よく眠れたよ」と元気よくスタートしまし
た。朝ごはんの後、テントやかまどの後片付け、ゴミ拾い
をしてキャンプ場を綺麗にし、センターへ帰りました。「難
しかったけど、面白かった」「次は絶対火起こし成功させ
る！」と次への意欲も大いに膨らむ２日間になりました。 

小学生キャンプ 



 

 

 

    

 

  

７月１６日（木）、こけ玉づくり講習会を開催しました。 

 講習会には１４人が参加され、野平の小浪和正さんの説
明を聞きながら、身近に生えている草木を使って、小さく
可愛らしい物からソフトボール大の大きな物までバリエー
ションに富んだコケ玉を作ることができました。 

初めてこけ玉を作った参加者も多く、これからの水くれ

や管理を通じてこけ玉のファンが増えそうです。 

お問合せ：八坂公民館 ℡２６－２３８０ 

 

好きな草木を植えて こけ玉完成！ 

 コミュニティ・スクールだより 

おらほの学校やさか 

 
今年度、小学校には手芸クラブ、スポーツクラブ、竹工

作クラブの 3 つのクラブ活動があります。今回は、６年生
４名所属の『竹工作クラブ』の紹介をします。 
講師は、北澤豊繁さん（横瀬在住）です。基本からしっか
り教えてくださり、子どもたちの戸惑う姿をみつけては、
優しく声をかけ、教えて下さり、子どもたちは、安心して
作業に取り組めています。刃物も器用に使用しています。
子どもたちの楽しみ計画のひとつ、『流しそうめん』の実
現に向けて、おはしや器等、子どもたち独自のアィディア

を組み込んでオリジナル作品を作成しました。流しそうめ
んの話をすると、笑顔満開な子どもたちの姿にたくましさ
を感じました！ 

中学校の伝統学習のひとつに『そば学習』があります。子
どもたちが、種を蒔き、刈り取りや脱穀、そば打ちまでの一
過程を行います。例年、相川唐花見にある仁科克彦さん（切
久保在住）の畑をお借りし、そばの栽培をしていますが、唐
花見には、中々、足を運ぶことが出来ないため、今年は学校
の畑でもそばを栽培することにしました。当初は、「ばら蒔
き」で考えていましたが、勝野健一さん（学校支援コーディ

ネーター）の助言指導もいただき、「筋蒔き」で行うことに
しました。畑の管理を仁科利夫さん（切久保在住）にご協力
いただいています。毎年、たくさんの地域の方々に協力いた
だき、子どもたちは、貴重な体験をさせていただいています。 
感謝の気持ちを大切にし、そばの成長と共に子どもたちは

心の成長をとげています。 

－7－ 



 

 

 

 

 

数
年
前
か
ら
自
然
が
多
い
田
舎
に

住
み
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り

昨
年
の 

月
に
白
馬
に
住
む
友
達
の

所
へ
遊
び
に
行
っ
た
時
、
こ
の
素
晴

ら
し
い
景
色
の
見
え
る
所
に
住
も

う
！
と
決
心
し
ま
し
た 

－8－ 
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小野
おの

哲
のり

孝
たか

さん 和歌子
わかこ

さん 翼
つばさ

くん （矢下） 

 

編

集

後

記 

で
行
わ
れ
ま
し
た
大
町

市
移
住
体
験
ツ
ア
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。 

そ
こ
で
先
輩
移
住
者

の
方
か
ら
色
々
と
お
話

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。実
際
に
大

町
に
訪
れ
て
み
て
、素
晴

ら
し
い
景
色
や
澄
ん
だ

空
気
、
お
い
し
い
水
、
そ

し
て
先
輩
移
住
者
の
方

の
人
柄
や
雰
囲
気
も
良

く
、こ
の
大
町
を
と
て
も

気
に
入
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
定
住
促
進 

 
 

 

夏
の
暑
さ
も
一
段
落
し
、
八

坂
の
里
山
に
も
実
り
の
秋
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。 

私
事
で
す
が
、
今
年
度
か
ら

八
坂
だ
よ
り
の
編
集
委
員
に

な
り
、
初
取
材
は
矢
下
に
移
住

さ
れ
て
来
た
小
野
さ
ん
ご
一

家
の
お
話
を
伺
い
に
行
き
ま
し

た
。
と
言
っ
て
も
文
章
も
写
真

も
小
野
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、

私
は
世
間
話
を
し
て
来
た
だ

け
で
し
た
。
矢
下
の
皆
さ
ん
に

お
世
話
に
な
り
、
八
坂
に
来
て

良
か
っ
た
と
嬉
し
い
お
話
を
お

聞
き
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

年
は
残
念
な
が
ら
中
止
や
延

期
に
な
っ
た
色
々
な
イ
ベ
ン
ト

や
お
祭
り
、
八
坂
夏
祭
り
の
打

ち
上
げ
花
火
を
来
年
は
見
て

頂
き
た
い
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

り
、
私
た
ち
の
日
常
は
大
き
く

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
暑

い
中
の
マ
ス
ク
は
誰
も
が
望
む

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
く

終
息
し
て
平
穏
な
日
常
を
取

り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。 

収
穫
の
秋
。
稲
刈
り
や
き
の

こ
採
り
の
時
期
で
す
。
美
味
し

い
山
の
幸
を
頂
い
て
免
疫
力

ア
ッ
プ
し
て
今
の
状
況
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。 

大
平
地
区
編
集
委
員 

 

黒
田
知
子 

 

住
宅
の
申
込
を

し
た
と
こ
ろ
、
矢
下

の
定
住
促
進
住
宅
に

入
れ
る
こ
と
に
な

り
、
ス
ピ
ー
ド
引
っ

越
し
と
な
り
ま
し

た
。
子
供
が
４
月
か

ら
小
学
校
入
学
で
し

た
の
で
タ
イ
ミ
ン
グ

良
く
移
り
住
む
こ
と

が
出
来
て
本
当
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
。 

 

最
初
に
八
坂
に
来

た
時
の
印
象
は
、
と

に
か
く
山
深
い
！
そ

し
て
静
か
！
人
が
ほ

と
ん
ど
歩
い
て
い
な

い
。
急
な
坂
ば
か
り

で
自
転
車
が
乗
れ
な

い
。
な
か
な
か
の
山

道
で
運
転
が
不
安
だ

な
ぁ
と
心
配
で
し

た
。 

 

今
年
３
月 

日
、
大
雪
に
歓
迎
さ

れ
な
が
ら
、
荷
物
を
積
み
込
ん
だ
ハ

イ
エ
ー
ス
に
乗
り
、
家
族
３
人
で
東

京
都
葛
飾
区
か
ら
、
大
町
市
八
坂
へ

引
っ
越
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

。 

暮
ら
し
始
め
て
か

ら
は
、矢
下
の
皆
さ

ん
が
、色
々
と
助
け

て
頂
き
、
感
謝
の

日
々
で
す
。
先
日

は
、
明
日
香
荘
で

矢
下
集
落
の
皆
さ

ん
に
私
達
家
族
の

歓
迎
会
を
開
い
て

い
た
だ
き
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

子
供
に
は
、
自

然
の
中
で
日
々
五

感
を
研
ぎ
澄
ま
し
、 

 

今
年
３
月
、
定
住
促
進
住
宅
矢
下
団
地
に 

引
っ
越
し
て
こ
ら
れ
た
小
野
哲
孝
さ
ん
一
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
移
住
相
談
に
行
っ
た
り
、

友
達
に
大
町
が
い
い
よ
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
、今
年
１
月
に
一
泊
二
日 

 

 

生
き
る
す
べ
を
学
び
、
感
性
と
想

像
力
を
育
ん
で
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
心
も
体
も
忍
耐
強
く
、

大
地
に
し
っ
か
り
根
を
張
っ
て
空

に
向
か
っ
て
真
っ
す
ぐ
伸
び
て
ゆ

く
大
樹
の
よ
う
に
。 

改
め
て
、
移
住
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
く
だ
さ
っ
た
先
輩
移
住
者
の

方
々
、
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ

た
矢
下
集
落
の
皆
さ
ん
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
八
坂
の
皆
さ
ま 

こ
れ
か
ら
私
達
家
族
を 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

お
願
い
致
し
ま
す
！ 
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